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平成30年度決算に基づく健全化判断比率 

及び資金不足比率審査意見について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第3条第1項及び同法第22条第1項の規定により，

平成30年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項

を記載した書類について審査した結果，別紙のとおり意見を提出します。
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平成30年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率審査意見

第１ 審査の対象

１ 平成30年度決算に基づく健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載

した書類

２ 平成30年度決算に基づく資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載し

た書類

第２ 審査の実施場所及び期間

監査委員室 

令和元年 8月 6日から

令和元年 9月 3日まで

第３ 審査の着眼点及び方法

審査に当たっては，岡山市監査基準に準拠し，健全化判断比率及び資金不足比率が

関係法令等に基づいて適正に算定されているか，また，算定の基礎となる事項を記載

した書類が適正に作成されているかについて，歳入歳出決算関係書類，算定根拠資料

等との照合及び関係職員からの説明の聴取等により審査した。

第４ 審査の結果

審査に付された健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定の基礎となる事

項を記載した書類は，いずれも関係法令等に準拠して作成されており，計数は関係書

類，諸帳簿と符合し，適正であると認めた。 
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１ 算定対象会計 

健全化判断比率及び資金不足比率の算定対象となる会計の区分は，次のとおりである。 
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２ 健全化判断比率の状況

平成30年度決算に基づく健全化判断比率は，次のとおりである。

（単位：％）

区   分 30年度 29年度 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － － 11.25 20.00 

連結実質赤字比率 － － 16.25 30.00 

実 質 公 債 費 比 率 6.3 7.0 25.0 35.0 

将 来 負 担 比 率  9.3 18.3 400.0  

（注） 実質赤字比率及び連結実質赤字比率については，実質赤字額及び連結実質赤字額がないため

「－」と表示している。 

実質赤字比率及び連結実質赤字比率については，いずれも実質赤字額を生じていないため，

実質赤字比率及び連結実質赤字比率は算定されない。

実質公債費比率は6.3％で，前年度に比べ0.7ポイント向上している。なお，早期健全化基

準(25％)を下回っている。 

将来負担比率は9.3％で，前年度に比べ9.0ポイント向上している。なお，早期健全化基準

(400％)を下回っている。 

３ 資金不足比率の状況

資金不足比率は，公営企業会計ごとの資金不足額のそれぞれの事業規模に対する比率であ

り，各会計とも資金不足額を生じていないため，資金不足比率は算定されない。

資金不足比率の状況 

（単位：千円）

特 別 会 計 の 名 称 
資金不足額

① 

事業の規模

② 

資金不足比率 

①/②×100（％）

経営健全

化 基 準

法

適

用

水道事業会計 － 13,330,165 － 

20.0％

工業用水道事業会計 － 241,940 －

病院事業会計 － 324 －

市場事業会計 － 659,374 － 

下水道事業会計 － 11,515,738 － 

（注） 資金不足額及び資金不足比率については，資金不足額がない場合「－」と表示している。


